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Scopusとは – 書誌データベース（世界最大規模）

世界4,000以上の出版社の15,000誌以上の学術ジャーナルを収載
物理科学(化学、物理学、工学等)： 5,500誌以上誌以上

ライフサイエンス(生物学、農業科学等)： 3,400誌以上誌以上

ヘルスサイエンス(医学、看護学等)： 5,300誌以上誌以上

MEDLINEのデータは100％網羅
社会科学(心理学、経済学等)： 2,800誌以上誌以上

約2,900万件以上の抄録搭載
毎年110万件の抄録追加
1900年代からの抄録データ搭載

1996年以降の参考文献を搭載
グローバルなコンテンツ収集方針

日本国内タイトルは400以上
コンテンツ選考委員 http://www.info.scopus.com/suggesttitle/
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現在開いている対象論文現在開いている対象論文

②引用文献へのリンク②引用文献へのリンク
(Forward Citation)

対象論文が引用された論文。
対象論文以降に発行された論文。

①①参考文献へのリンク参考文献へのリンク
(Backward Citation)

対象論文が引用した論文。
対象論文以前に発行された論文。

③関連検索③関連検索
（Related Documents）
対象論文と参考文献/
著者/キーワード
を共有する論文。

Scopusとは – 強力な引用機能
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Scopus検索の流れ
（検索語の入力）

（フルテキスト：各出版社）

（各種出力）

（OPAC、文献複写依頼）
（引用分析）

（検索結果の絞込み・並べ替え）

（抄録＋参考文献）
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検索 – 基本検索(Basic Search)

検索画面選択

検索履歴

条件指定
範囲/分野

検索実行

検索語
と
演算子

検索対象
項目

6
検索結果画面

絞り込み
(Refine 
Results)

並べ替え、
各種出力、
抄録、
フル
テキスト
リンク

特許ウェブScopus
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ジャーナル名 著者 出版年 文献種別 分野名

検索結果の絞り込み
‘Limit to’（限定）や‘Exclude’（除外）の
チェックボックスを選択し、検索結果の絞り
込みが可能

Sort on ボックスで
アルファベット順にも並べ替え
指定が可能

Search within results ボックスで

追加の検索語による絞込みが可能
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検索結果の並べ替え、各種出力、

抄録、フルテキストリンク

被引用回数順

での並べ替え

抄録+参考文献

各種出力

フルテキスト

リンク

検索アラート、RSSの設定

引用分析（Citation
Tracker）

抄録表示
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検索結果 –抄録＋参考文献(Abstract+Refs)

1996年以降で表示され
た論文を引用している
最新論文2件分の表示
(Forward Citation)

表示された論文と
参考文献/著者/
キーワードを共有
している論文の表示
(Related Documents)

被引用回数

ウェブ・特許情報から
の被引用回数

参考文献 (Backward Citation)

引用アラート・RSSの
設定

フルテキストリンク、
OPACへのリンクなど

Author情報へリンク

キーワードが
ハイライト
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CSACSA IlluminaIlluminaとの連携（６月リリース）との連携（６月リリース）

京都大学様が契約しているデータベースとシームレスな連携が実現

Linguistics and Language Behavior Abstracts（1,300タイトル）

Social Services Abstracts（1,500タイトル）

Sociological Abstracts（1,800タイトル）

CSA内の文献が
Scopus由来のデータ
から引用されている

数値も表示
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検索 – 検索のヒント（１）

大文字・小文字は区別しない

ほとんどの名詞は単数形を入力すると、複数形、所有格も

自動検索

ダブルクォーテーションで囲むと完全一致検索

例：“red apple” は、red apple の検索
red appleと入力すると、red AND appleを実行

（結果が50件以下の場合）検索語の候補の提示
アクセント付き文字はアクセント記号を除いて検索可能

españa → espana

上(下)付文字は普通文字に変更
H2O → H2O,     O NMR → 17O NMR

ギリシャ文字は α OR alpha, β OR beta で検索

17

検索語入力規則
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検索 – 検索のヒント（２）

検索を拡げる (OR)
kidney OR renal
(kidneyまたはrenalを含む文献を検索)
☆同義語、代替語、略語等を考慮

“genetically modified” OR gmo

検索を絞り込む (AND)
lesion AND pancreatic
(両語共に含む文献を検索)

検索を絞り込む (AND NOT)
ganglia OR tumor AND NOT malignant
(gangliaかtumorを含む集合からmalignantを
含む集合を除く)
注： 適合文献を除く可能性あり

AND
NOT

AND

OROR

論理演算子 OR , AND , AND NOT
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ワイルドカード文字
? は1文字変化を検索

analy?e :  analyseまたは analyzeを検索
＊ は0文字以上を検索（前方一致、中間一致、後方一致可能）

behav*  : behave, behavior, behaviour, behavioural, 
behaviourismなどを検索

h*emoglobin : hemoglobinとhaemoglobin の両方を検索
*lase：amylaseなどを検索

近接演算子 W/n, PRE/n
W/n ： Wはwithinの略、nは数字(0～255)

n語以内、語順は問わない
pain W/5 morphine
（5語以内、語順は問わない)

PRE/n：PREはprecedeの略、nは数字(0～255)
n語以内、語順も指定 ( W/nとの違い)
behavioural PRE/3 disturbances

(3語以内、語順は指定どおり)

検索 – 検索のヒント（３）
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検索 – 検索のヒント（４）

所属機関検索
基本検索(Basic Search)で検索対象項目 Affiliation を選択する
英語の正式名称を確認し、その省略形等も考慮する必要あり

☆ 東京大学の例：

“university of tokyo” or “ univ of tokyo” or “tokyo university” or “tokyo univ”
☆ National Research Instituteの例：

“national research institute” or “natl res inst”
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Author Identifier（1）

著者識別機能

著者検索(Author Search)
画面から

様々な表記方法
を1著者として
名寄せ/区別

著者が執筆した論文、
被引用論文数/リスト、
共著者、分野、最終所属
機関、最新論文2件、著者
の論文を引用している最
新論文2件などを表示

著者論文一覧
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Author Identifier（2）

著者詳細画面

Group with author
save asで自分専用のデータ
としてMy Authorsに保存

Group with author
Feedbackでデータベー
ス全体を修正依頼
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検索 – 著者検索 (Author Search) 

著者名入力

Citation Tracker
特定著者論文について、
被引用という切り口で
分析できる

一つにまとめて欲しい著者
名があれば連絡して訂正を
依頼することができる

機関名と組み合わ
せ検索もできる

Refine Resultsを使って
著者の絞り込みが
できる
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Author Identifier 
著者キャンペーン実施中

キャンペーン期間中は、日本語にて対応中。

フルネーム、所属機関名、学部学科（英語・日本語

両方）を記載したメールを

AIScopus@elsevier.comに送って、参加の意思を
ご連絡ください。

著者プロファイル精度向上イメージ
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その他の機能
– 各種出力、電子メールアラート、RSS

電子メールアラート サンプル

Save as Alert ---電子メールアラート登録
--- RSSアラート登録(RSSリーダー必要)

出力する内容を指定

出力する形式を指定
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その他の機能
– Quickbib (参考文献形式への簡易出力機能)

論文執筆時に必要な、参考文献の記述形式の代表的な
形式に則ったフォーマットにて出力可能
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その他の機能 – 引用分析機能 Citation Tracker
■ユーザーが選択した論文の集合に対して、年別の被引用回数の一覧を
表示できる画期的なツール

年別の被引用回数の一覧表示

選択論文

検索結果画面、著者検索画面、Sources画面、My List画面
より Citation Trackerボタンをクリック

分析結果のソート
分析範囲の変更

自己引用を削除

各種グラフ表示

22
その他の機能
– My Listからの処理

任意の結果ページから
論文の集合を作成可能

Scopus上に保存可能

Citation Tracker
任意の論文集合について、
被引用という切り口で
評価できる
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その他の機能

– ユーザー登録画面ユーザー登録画面

氏名とE-mailアドレスを入力

パスワードを入力
(5文字以上20文字以内)

興味のある分野
の選択

ScienceDirectのID/PWをお持ちの方は
再登録不要

アラートの設定など便利な
パーソナル機能を使いたいときに
ログインが必要です

V
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その他の機能
– My Profile

パスワード変更

アラートの設定・編集
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Scopusの様々な機能
（基本検索）（著者検索）（上級検索）（ジャーナルブラウズ）

（検索結果の絞込み・並べ替え）

（各種出力、アラート設定、引用分析等）

（Quickbib-参考文献形式への簡易出力機能）
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問い合わせ先

エルゼビア・ジャパン株式会社
TEL：03-5561-5034 
FAX：03-5561-5047
E-mail：jpinfo@scopus.com

日本語ホームページ（製品情報）
http://japan.elsevier.com/products/scopus
日本語ホームページ（エンドユーザーサポート）
http://japan.elsevier.com/scopussupport/

英語情報ページ
http://www.info.scopus.com/
収録を希望するタイトルの連絡先
http://www.info.scopus.com/suggesttitle/


